
名
所
化
す
る
遺
跡

静
御
前
墓
所
伝
承
地
の
二
〇
〇
年

白
井
哲
哉

名所化する遺跡(白井)

一
、

は

じ
め

に

日
本
歴
史

の
中
で
、
あ
る
場
所
が
名
所
と
な
る
要
件
を
考
え
て
み
よ
う
。

日
本

の
古
代

・
中
世
に
お
い
て
、
名
所
と
は
、
そ
こ
が
景
観
、
歴
史
、
文
学

な
ど
で
、
人
々
の
想
像
上

の
関
心
を
集
め
、
人
々
に
広
く
知
ら
れ
る
場
所
で

あ
る
。
中
世
ま
で
の
名
所

(ナ
ド

コ
ロ
)
は
、
和
歌
の
題
材
で
あ
る

「歌
枕
」

の
地
と
し
て
、
現
地
を
実
際
に
訪
れ
ず
と
も
、
多
く

の
歌
人
の
関
心
を
集
め

た
場
所
だ

っ
た
。

人
や
情
報

の
交
流
が
活
発
化
し
た
近
世
に
、
名
所

(
メ
イ
シ
ョ
)

の
要
件

は
さ
ら
に
付
加
さ
れ
る
。
ひ
と

つ
は
、
名
所
の
情
報
が
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を

通
じ
て
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
発
信
元
は
名
所

の
外
部
で
あ
る
場
合
が

少
な
く
な
い
。
も
う
ひ
と

つ
は
、
行
動
文
化
と
し
て
の
旅
が

一
般
化
し
、
人

々
が
名
所
を
実
際
に
訪
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
こ
と
。

こ
う
し
て
名
所

は
、
情
報
発
信
と
行
動
文
化
の
二
点
で
、
行
楽

の
客
を
積
極
的
に
誘
致
す
る

観
光
地

へ
展
開
す
る
契
機
を
迎
え
た
。

日
本
の
旅

の
歴
史

に
関
す
る
研
究
を
主
導
し
て
き
た
新
城
常
三
は
、
日
本

人
の
旅
を

【
原
始

・
食
糧
採
集

の
旅
】
【
古
代

・
課
役

の
旅
】
【中
世

・
信
仰

の
旅
】
【近
世

・
遊
楽
の
旅
】
と
理
解
し
た
。
そ
し
て
近
世

の
旅
を

「民
衆

の

最
大

の
リ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
規
定
し
、
治
安
の
安
定
と
交
通
網
の
整
備

を
そ
の
要
因
に
求
め
て
い
る
,
。

一
方
で
観
光
学
は
、
観
光
を

「定
住
や
賃
金

労
働
を
伴
わ
な
い
こ
老
を
前
提
に
、
非
定
住
者
に
よ
る
あ
る
地
域

へ
の
旅
行

や
訪
問
、
あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
発
生
す
る
関
係
や
現
象

の
総
体
」
と
定
義
す

る
。
そ
し
て
古
代

・
中
世

の
旅
に
強
い
宗
教
色
を
見
出
し
、
そ
の
世
俗
化
や

宗
教
改
革
の
影
響
を
受
け
た

一
八
世
紀
以
降
、
知
識
追
求
の
観
光
が
隆
盛
す

る
と
論
じ
る
、。

こ
こ
で
旅
に
お
け
る
宗
教
行
動
と
リ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
の
分
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岐
点
は
、
明
ら
か
に
信
仰
心
の
あ
り
方

で
あ
る
。

日
本
で
は
、
中
世
末
に
お
け
る
統

一
権
力
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
織
田

信
長
の

一
向

一
揆
弾
圧
や
比
叡
山
延
暦
寺
焼
き
討
ち
、
豊
臣
秀
吉
ら

の
キ
リ

ス
ト
教
弾
圧
な
ど
、
宗
教
勢
力
の
徹

底
的
な
排
除
が
進
行
し
た
。
そ
の
到
達

点

で
あ
る
近
世
社
会
は
、
前
代
ま
で
人

々
の
持

っ
て
い
た
宗
教
心
が
希
薄
化

し
た
時
代
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
村
落

の
寺
院
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
禁
制
政
策

の

一
環
で
村
人
の
戸
籍
管
理
所
と
な
り
、
教
義

の
布
教
で
は

渠
く
、
冠
婚
葬
祭
の
執
行
や
寺
子
屋
教
育
な
ど
で
人

々
と
日
常
的
に
接
し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
大
き
な
潮
流

の
中
で
、
日
本

近
世

の
旅
は

「信
仰
」

の
契
機
を
次
第

に
失
い

「観
光
」
の
契
機
を
強
め
て

い
っ
た
。
そ
こ
で
青
柳
周

一
は

「観
光

地
域
史
」
を
提
唱
し
、
近
世
の
旅
人
た
ち
を
勧
誘

し
受
容
し
て
成
立
す
る
地

域

の
具
体
相
を
分
析
し
た
,。
ま
た
白
井
哲
哉
は
、
中
世
ま
で
の
経
済
基
盤
を

失

っ
た
寺
院
が
経
営
資
金
を
獲
得
す

る
た
め
、
自
ら
を
名
所
化
し
た
事
例
を

紹
介

し
た
、。
こ
こ
で
は
江
戸
住
民
が
参
詣
者
誘
致

の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
な

っ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
求
め
ら
れ
る
課
題
は
、
名
所
が
発
見
さ
れ
て
、
人

々
が

観
光
行
動
を
起

こ
す
ま
で
の
プ

ロ
セ

ス
の
解
明
で
あ
る
。
す
で
に
古
代

ロ
ー

マ
か
ら
、
ご
く
少
数

の
貴
族
や
知
識

人
に
よ
る
観
光
は
開
始
さ
れ
、
彼
ら

の

探
訪
地
が
後
代

の
名
所
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
日
本

の
名
所

(ナ
ド

コ
ロ
)
と

同
じ
経
緯
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
名
所
を
訪
れ
る
契
機
が
必
ず
し
も
宗

教
心
に
基
づ

い
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ

の
情
報
は
知
識
人
な
ど
、
し
ば
し
ば

地
域
の
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
本
稿

は
、
あ
る
遺
跡
が
名
所
と
し
て
成
立

・
展
開
す
る
過
程
に

つ

い
て
、
近
世
後
期

(
一
八
世
紀
末
)
か
ら
現
代
ま
で
の
約
二
〇
〇
年
に
及
ぶ

通
時
的
な
検
証
を
課
題
と
す
る
。
ま
た
、
名
所

の
地
元
住
民
の
意
識
に

つ
い

て
、
情
報
受
信
者
の
観
点
か
ら
取
り
上
げ
て
い
く
。

分
析
対
象
と
す
る
の
は
、
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
栗
橋
町
伊
坂

(武
蔵
国
葛
飾

郡
伊
坂
村
)
に
所
在
す
る
、
静
御
前
墓
所
の
伝
承
地
で
あ
る
。
静
御
前
は
、

源
平
合
戦
の
主
人
公
で
あ
る
源
義
経

の
愛
妾
と
し
て
有
名
で
、
中
世
の

『義

経
記
』、
近
世
の

『
義
経
千
本
桜
』
な
ど
文
学
作
品
を
通
じ
て
庶
民
層
に
も
浸

透
し
た
。
現
在
も
、
人
気

マ
ン
ガ

・
ア

ニ
メ

『
ド
ラ
え
も
ん
』

の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー

「し
ず
か
ち
ゃ
ん
」

の
本
名
が

「源
静
香
」
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
人

物
像
は
日
本
人
の
心
性
に
定
着
し
て
い
る
。

静
御
前
伝
説
に

つ
い
て
は
、
内
藤
浩
譽
が
全
国
を
博
捜
し
て
そ

の
伝
説
を

三
類
型
し
た
。
す
な
わ
ち
、
母
の
磯
禅
師
と
の
関
わ
り
で
故
郷
回
帰
を
語
る

【
西
日
本
型
】、
源
義
経

の
後
を
追
慕
探
求
す
る

【東
日
本
型
】、
実
は
平
泉

で
死
な
な
か

っ
た
義
経
を
さ
ら
に
追
う

【平
泉
以
北
型
】
で
あ
る
,
。
こ
こ
で

【
東
日
本
型
】
に
該
当
す
る
栗
橋
町
の
静
御
前
伝
説
は
、
後
述

の
と
お
り
茨

城
県
古
河
市

の
光
了
寺
略
縁
起
で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
白
井
哲
哉
が
近
世
政

治
権
力
と

の
関
わ
り
で
論
じ
て
い
る
,。
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名所化する遺跡(白井)

二
、
伊
坂

の
静
御
前
墓

所
と
そ

の
伝
承

鎌
倉
幕
府

の
正
史
で
あ
る

『
東
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
静
御
前
は
義
経
追
求

の

た
め
捕
ら
え
ら
れ
て
鎌
倉

へ
送
致
さ
れ
、
そ
の
後
京
に
戻

っ
た
と

い
う
。
奈

良
県
大
和
高
田
市
や
京
都
府
京
丹
後
市
な
ど
、
内
藤

の

【
西
日
本
型
】
に
該

当
す
る
伝
説
地
で
は
静

の
墓
が
存
在
す
る
。

一
方
、
鎌
倉
を
退
去
し
た
静
は

義
経
を
追

っ
て
奥
州

へ
向
か
い
、
そ

の
途
上
で
没
し
た
と

の
説
も
各
地
に
残

さ
れ
て
い
る
。
新
潟
県
栃
尾
市
、
群

馬
県
前
橋
市
、
埼
玉
県
栗
橋
町
、
福
島

県
郡
山
市
な
ど
、
内
藤

の

【東
日
本
型
】
に
該
当
す
る
伝
説
地
で
は
、
そ
の

説
を
唱
え
る
伝
承
地
が
存
在
す
る
。

そ
の

一
つ
、
栗
橋
町
井
坂

の
静
の
伝
承
地
は
J
R
宇
都
宮
線
栗
橋
駅
の
駅

前
に
あ
る
。
後
述

の
通
り
、
幕
末
ま

で
は
付
近
に

一
言
社

の
小
祠
が
存
在
し

た
。
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)
ま
で
は
、
高
さ
約

一
五
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
約

六
メ
ー
ト
ル
の
杉
の
大
木
が
聳
え
、

そ
の
下
に
高
さ
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
直
径
約
三
メ
ー
ト
ル
の
塚
が
存
在
し
た
,
が
、
今
は
い
ず
れ
も
失
わ
れ
て

い
る
。
現
在
は
、
玉
垣
に
囲
ま
れ
た
墓

域
に
十
数
基
の
石
造
物
が
存
在
す
る
。

墓
域
の
中
央
に
は
、
平
成

=
二
年

(
二
〇
〇

一
)

に
新
造
さ
れ
た

「静
女
之

墳
」
石
碑
が
建
ち
、
左
手
前

の
覆
屋

に
は
隅
丸
角
柱
型

の

「静
女
之
墳
」
石

碑
が
納
め
ら
れ
る
。
現
在

の
石
碑
は

こ
の
レ
プ
リ
カ
で
あ
る
。

こ
の
墓
の
伝
承
に
関
す
る
記
録
は
、
実
は
地
元
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

れ
は
伊
坂
か
ら
利
根
川
を
挟
ん
だ
対
岸
、

日
光
道
中

の

一
つ
茨
城
県
古
河
市

中
田

(下
総
国
葛
飾
郡
中
田
宿
)

の
光
了
寺
の
縁
起
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い

た
。
光
了
寺
は
創
建
年
代
不
明
だ
が
、

一
一
世
紀
初
頭
に
浄
土
真
宗

へ
改
宗

し
た
と
い
う
。
寺
に
は
、

一
四
世
紀
前
半
成
立
で
伝
親
鸞
作

の
木
造
聖
徳
太

子
立
像

(茨
城
県
指
定
文
化
財
)
が
安
置
さ
れ
る
ほ
か
、
静

の
遺
品
と
伝
え

る

「蛙
蟆
竜
舞
衣
」
が
あ
る
。

縁
起
の
原
本
は
文
政
七
年

(
一
人
二
四
)
に
寺
宝
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
、

い
ま

我

々
が

見

ら

れ

る

も

の
は
、

文
政

九
年

(
一
八

二
六

)

版

の

し
つ
か
あ
ま
り
や
う
の
ふ
い
り
や
く
ゑ
ん
き

「静

女

蛙

蟆

竜

舞

衣

略

縁

起
」
と
題
す

る
略
縁
起
で
あ
る
、
。
こ
こ

で
は
そ
の
内
容
を
三
点
に
ま
と
め
て
紹
介
し
よ
う
。

第

一
は
、
光
了
寺

の
創
建
伝
承
で
あ
る
。
も
と
は
天
台
宗
で
高
柳
寺
と
称

し
、
武
蔵
国
葛
飾
郡
高
柳
村

(現
埼
玉
県
栗
橋
町
)
に
所
在
し
た
。
そ
の
後
、

親
鸞
が
当
寺
に
逗
留
し
た
こ
と
を
契
機
に
浄
土
真
宗
光
了
寺
と
改
め
、
寺
地

も
中
田
宿

へ
移
転
し
た
と
い
う
。

第
二
は
、
縁
起
の
中
心
を
な
す
静
御
前

の
伝
承
で
あ
る
。
前
半
部
分
は
、

平
安
京
神
泉
苑
に
お
け
る
静

の
雨
乞

い
の
舞
の
話
で
、

こ
れ
は

『
義
経
記
』

巻
六
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
と
き
静
は
後
鳥
羽
上
皇
か
ら
舞
褒
美
の
衣
を
下
賜

さ
れ
た
、
そ
れ
が

「蛙
蟆
竜
舞
衣
」
だ
と
縁
起
は
述
べ
る
が
、
こ
れ
を

「あ

ま
り
ょ
う
の
ぶ
い
」
と
読
む
理
由
は
わ
か
ら
な

い
と
も
告
白
す
る
。
古
い
伝

承
な
の
だ
ろ
う
。

後
半
部
分
は
、
静

の
奥
州
行
か
ら
死
去
に
至
る
話
で
あ
る
。
鎌
倉
を
退
去
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し
た
静
は
、
義
経
が

「東
妻
」
に
い
る
と
聞
き
、
侍
女

の
琴
柱
を
連
れ
て
出

発
し
た
。

「下
辺
見
」

(茨
城
県
古
河
市
下
辺
見
)
ま
で
来
た
と
き
、
静
は
義

経
が
平
泉

で
亡
く
な

っ
た
と
旅
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
悲
嘆
し
た
静
は
、
橋

の
上
で
思
案
し
た
後
、
義
経

の
菩
提

を
弔
う
決
心
を
す
る
。
こ
の
橋
を

「思

案
橋
」
と
い
う
。

「前
橋

(前
林
)
」

(茨
城
県
古
河
市
前
林
)

に
至
る
と
京

へ
の
目
印
に
柳

の
枝
を
結
ん
だ
。

こ
こ
に

「静
帰
」
の
地
名
が
残
る
。
し
か

し

「伊
坂
」
に
着

い
た
静
は
、
旅
の
疲
れ
か
ら
息
を
引
き
取

っ
た
。
琴
柱
は

静
を
埋
葬
し
、
墓

の
印
に
杉
の
木
を
植
え
た
。

こ
れ
が

「伊
坂
」
の

「
一
本

杉
」
で
あ
る
。
ま
た
、
静

の
遺
品
を
光
了
寺
に
納
め
た
と

い
う
。
縁
起
は
こ

の
後
に
什
物
の

一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
。

第
三
は
、
「末
書
を
加

へ
」
た
と
述

べ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
寺
を
訪
れ
る

者

は
従
来
少
な
か

っ
た
。
だ
が

「近
頃
」
は
日
光
道
中
の
旅
人
が
立
ち
寄
る

よ
う
に
な
り
、
「近
々
」
に
は

「御
寄
付
」
を
受
け
て
立
派
に
な

っ
た
と
縁
起

は
述
べ
る
。
そ
し
て
大
名
に
よ
る
寄

付
の
例
が
紹
介
さ
れ
、
江
戸
の
国
学
者

で
あ
る
清
水
濱
臣
ら
が
和
歌
集
を
編

ん
だ

こ
と
を
紹
介
す
る
。
最
後
に
縁
起

は
、
従
来
の
略
縁
起

の
版
木
が
摩
滅

し
た
の
で
、
末
書
を
加
え

て
改
版
し
た

と
述

べ
る
。

さ

て
、
略
縁
起
か
ら

一
〇
〇
年
以
上
遡
る
正
徳
二
年

(
一
七

一
二
)
『
和
漢

三
才
図
会
』
に
は
光
了
寺
の
記
述
が

見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
柳
の

城
主
が
総
州
栗
橋

(茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
元
栗
橋
)

へ
移
転
し
た
の
に
従

っ
て
動
き
、
そ

の
後
中
田

へ
移
動
し
た
と

い
う
。

こ
こ
に
は
略
縁
起
に
見
え

な
い
元
栗
橋
移
転
の
話
が
掲
載
さ
れ
る
。
元
栗
橋
は
、
近
世
初
頭
の
日
光
道

中
成
立
以
前
に
お
け
る
奥
州
街
道
の
通
過
点
で
、

「思
案
橋
」
や

「静
帰
」
は

こ
の
街
道

の
沿
道

に
あ
る
。
ま
た

「蛙
蟆
竜
舞
衣
」
に
つ
い
て
、
カ

エ
ル
や

龍

の
名
を
語
る
こ
の
舞
衣
は
、
も
と
も
と
雨
乞
い
儀
礼
に
関
わ
る
什
物
と
推

定
さ
れ
、
そ
こ
に

『
義
経
記
』
な
ど
の
話
を
付
会
し
て
集
成
さ
れ
た
も
の
と

想
像
さ
れ
る
。

古
河
藩
の
地
誌
で
あ
る
文
化
五
年

(
一
八
○
八
)
『
許
我
志
』
に
よ
れ
ば
、

伊
坂

の

コ

本
杉
」
の
下
に
は
か

つ
て
正
元
元
年

(
一
二
五
九
)
銘
の
板
石

塔
婆
が
立

っ
て
い
た
、。
こ
れ
は
武
蔵
国
東
北
部
で
最
古
級
の
中
世
石
造
物
で
、

板
石
塔
婆
の
立

つ
塚
と
は
正
し
く
中
世
東
国
に
お
け
る
墳
墓

の
典
型
的
な
姿

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
杉

の
大
木
の
前
に
小
塚
が
築
か
れ
、
そ
の
頂
上
に
板

石
塔
婆
が
建

つ
姿
が
、
静
の
墓

の
原
風
景
で
あ

っ
た
。

三
、
名
所
化
す

る
遺
跡

1

静
の
墓

へ
の
注
目
ま
で

伊
坂

の
中
世
墳
墓
が
、
い

つ
の
頃
か
ら
か
静

の
墓
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
光
了
寺
縁
起
の
中
で
知
り
得
る
知
識
で
あ
る
。
次
に
、

そ
れ
が
人
々
に
広
く
知
ら
れ
て
い
く
過
程
に

つ
い
て
、
表
1
に
拠
り
つ
つ
追

っ
て
い
こ
う
。

前
出
の
略
縁
起
は
、
か

つ
て
寺
を
訪
れ
る
者
は
少
な
か

っ
た
が
、
日
光
道
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名所化する遺跡(白井)

中
の
往
来
が
盛
ん
と
な
る
に

つ
れ
参
詣
者
も
増
え
た
と
語
る
。
前
出
の

『
和

漢
三
才
図
会
』
や
文
化
二
年

(
一
八
〇
五
)
『
木
曽
路
名
所
図
会
』
で
は
光
了

寺
を
親
鸞
由
緒

の
寺
と
紹
介
す
る
の
で
、
当
時
は
親
鸞
作
と
伝
え
る
木
造
聖

徳
太
子
立
像

へ
の
信
仰
を
集
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
静

の
伝
説
を
有
名
に
し
た

の
は
江
戸
幕
府
関
係
者
だ

っ
た
。
関
東

郡
代
の
中
川
忠
英
は
、
関
所
見
分
や
河
川

の
視
察

の
た
め
、
寛
政
九
年

(
一

七
九
七
)
と
寛
政

二

年

(
一
七
九
九
)
に
栗
橋
宿
周
辺
を
訪
れ
た
。

お
そ

ら
く
こ
の
頃
、
彼
は
光
了
寺

の
縁
起

や
静

の
墓
を
知
り
、
老
中
の
松
平
定
信

へ
報
告
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
定

信
は
、
翌
寛
政

一
二
年

(
一
八
○
○
)

に
光
了
寺

へ

「蛙
蟆
竜
舞
衣
」
の
収
納

箱
を
寄
進
し
た
。

中
川
忠
英
や
松
平
定
信
が
光
了
寺

縁
起
に
関
心
を
抱

い
た
理
由
は
、
幕
府

の
蝦
夷
地
政
策
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
も
幕
府
や
松
前
藩
は
、

蝦
夷
地
支
配
の
理
論
武
装
の

一
環
で
、
源
義
経
が
ア
イ

ヌ
の
神
で
あ
る
オ
キ

ク
ル
ミ
だ
と
の
話
を
流
布
し
て
い
た

栂
。
ま
た
当
時
、
彼
ら
は

ロ
シ
ア
の
南

下
政
策
を
受
け
て
蝦
夷
地
政
策

の
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
機
に

光
了
寺
に
は
、
蝦
夷
地

へ
派
兵
し
た
秋
田
藩
主
の
佐
竹
義
和
や
、
幕
府
蝦
夷

地
御
用
掛

の
石
川
忠
房
な
ど
、
蝦
夷

地
政
策
関
係
者
に
よ
る
寄
進
や
参
詣
が

続

い
た
。
彼
ら
は
、
オ
キ
ク
ル
ミ
ー1
義
経

の
縁
者

で
あ
る
静
御
前
の
由
緒
の

寺
に
詣
で
る
こ
と
で
、
蝦
夷
地
の
静
謐

を
祈
願
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
享
和
三
年

(
一
人
〇
三
)
五
月
、
中
川
忠
英
は
伊
坂
に
あ
る

静

の
墓
に

「静
女
之
墳
」
の
石
碑
を
建
て
た
。
そ
の
四
年
後
、
中
川
も
蝦
夷

地

へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
同
じ
頃
、
幕
府
は
全
国
に
及
ぶ
海
陸
交
通

路
図

の
編
纂
を
進
め
て
お
り
、
前
出
の
石
川
忠
房
ら
が

『
目
光
道
中
分
間
延

絵
図
』

の
調
査
を
進
め
て
い
た
。
当
然
、
静
の
墓
や
光
了
寺
は
、
街
道
絵
図

の
描
写
に
採
用
さ
れ
た
。
静

の
墓
は

「静
女
杉
」
と
記
さ
れ
、

一
言
社

・
杉

の
大
木

・
塚

・
塚
の
上

の
石
碑
が
描
か
れ
て
い
る
。

2

静
の
遺
跡
を
語
る
人
々

「静
女
之
墳
」
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
以
降
、

こ
の
地
に
は
江
戸
か
ら
の
旅

人
が
訪
れ
始
め
る
。
古
河
藩

の
も
う

一
つ
の
地
誌
で
あ
る
文
政

=
二
年

(
一

八
三
〇
)
『
古
河
志
』
に
は
、
当
時
の
知
識
人
の
紀
行
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
因
り
つ
つ
、
彼
ら
の
行
動
や
感
想
を
い
く

つ
か
紹
介
し
よ
う
。

松
平
定
信
家
臣
で
白
河
藩
儒
者

の
広
瀬
典
は
、
随
筆

『
旅
道
草
』

で

「
い

か
な
る
由
緒
に
や
光
了
寺
と

い
ふ
に
義
経

の
妾
静
の
前

の
舞
衣
を
持
伝

へ
た

り
」
と
述

べ
る
。
幕
府
昌
平
黌
の
教
授
で
あ
る
佐
藤

一
斎
も
著
作

『
日
光
山

行
記
』
で

「蛙
蟆
竜
舞
衣
」
を

「不
審
然
否
」
と
述
べ
、
他

の
什
物
も

「可

疑
」
と
す
る
。
平
戸
藩
主

の
松
浦
静
山
は
、
『
甲
子
夜
話
』
で
日
光
参
詣
の
折

に
下
野
国
で
静

の
墓

の
話
を
聞
い
た
と
述

べ
る
。
な
お

『
甲
子
夜
話
続
編
』

で
は
、
相
撲
年
寄
の
玉
垣
が
記
し
た
文
章
を
引
用
し
て
、
静

の
伝
承
を
紹
介

す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
光
了
寺
は
文
政
期
こ
ろ
江
戸

で
静
の
遺
品

の
出
開

帳
を
実
施

し
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上

の
彼
ら
は
、
史
実
と
異
な
る
静

の
遺
跡

を
疑
い
、
あ
ま
り
関
心
を
持
た
な
か

っ
た
。
『
古
河
志
』
編
者
の
小
出
重
固
も
、
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同
様

の
感
想
だ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

戯
作
者
だ

っ
た
幕
臣
の
大
田
南
畝

は
、
も
う
少
し
興
味
を
抱

い
た
よ
う
で

あ
る
。
『
半
日
閑
話
』
巻
之
四

「静
女

の
事
」
で
は
光
了
寺
と

「蛙
蟆
竜
舞
衣
」

の
紹
介
を
し
た
後
、
「栗
橋
駅
よ
り
七
八
丁
右

の
方
え
入
、
宝
地
渡
村
に
静
女

が
墓
印
大
杉
十
囲
に
及
ぶ
、
側
に
小
社
有
、

一
言
社
と
云
、

一
言
の
池
埋
り

て
田
地
と
成
、
別
当
真
言
京
蔵
寺
、
中
田
の
左
壱
里
斗
に
静

ヶ
谷
と
云
村
有
、

奥
州
下
向
の
時
、
静
此
処
に
て
高
館

落
城
を
聞
、
立
帰
り
し
に
よ
り
、
静
帰

り
と
云
心
也
と
そ
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

「宝
地
渡
」
(宝
治
戸
)
は
、
静
の

墓
が
あ
る
伊
坂
村
の
小
字
で
、
南
畝

は
実
際
に
光
了
寺
を
参
詣
し
て
い
る
の

で
静
の
墓
も
訪
れ
た
の
だ
ろ
う
。

文
化

=
二
年

(
一
八

一
六
)
、
光
了
寺
で

『
静
女
舞
衣
懐
旧
古
帳
』
が
作
ら

れ
た
・
。

こ
れ
は

「蛙
蟆
竜
舞
衣
」
を
拝
観

し
た
参
詣
者
が
感
想
な
ど
を
和

歌
、
俳
句
、
漢
詩
な
ど
に
書
き
記
す

ノ
ー
ト
の
類

で
、
国
学
者

で
歌
人
の
清

水
濱
臣
と
小
林
良
幹
が
序
文
を
書
い
た
。
前
年

の
同

=

一年

(
一
八

一
五
)

に
は
、
光
了
寺
の
門
前
に

「祖
師
聖
人
井
静
女
旧
跡
」
の
標
柱
が
建
て
ら
れ

た
。
光
了
寺
が

「祖
師
聖
人
」
す
な
わ
ち
親
鸞

の
由
緒
を
持

つ
こ
と
は
前
出

の
と
お
り
だ
が
、

一
九
世
紀
初
頭
に
は
静

の
伝
承
が
前
面
に
出
た
こ
と
に
な

る
。さ

て
、
為
永
春
水
著

『
閑
窓
瑣
談

』
巻
之

一
は
、
「安
宅

の
関
并
二
静
女

の

古
跡
」
と
し
て
挿
絵
入
り
で
光
了
寺

と
静

の
墓

の
話
を
紹
介
す
る
皿
。
そ

の

一
節
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

ち
な
み
に
い
ふ

し
つ
か

は
う
ぐ
わ
ん

あ
と

し
た

み
ち
の
く

く
だ

じ

つ
じ

因

云
、

静

が
判

官
の
跡
を
慕
ひ
陸
奥
に
下
ら
ん
と
せ
し
は
實
事
な

む
さ
し
の
く

に
く
り
は
し
じ
ゆ
く

に
し

か
た

い

し

ご

て
う
た
か
や
ぎ
む
ら

ら
ん
か
、
武
藏
国
栗

橋
宿
よ
り
西

の
方

へ
入
る
事
四
五
町
高
柳
村

の

う
ち

ま

つ
な
が

と
こ
ろ

す
ぎ

む
か
し

こ
の
す
ぎ

し
つ
か

つ
か

内
、
松
永
と
い
ふ

所

に
杉
あ
り
、

昔

よ
り
し
て
此
杉
を

静

の
塚
と

い
ひ

つ
た

ち
か
ご
ろ
な

か
が
は
く
ん

た
て

　マ
マ
　

ひ

し

つ

か

つ
か

し
る

言
伝
ふ
、
近
頃
中
川
君

の
立
さ
せ

ま

ひ
し
碑
あ
り
、
静
女

の
塚
と
記

か
は

へ
だ
て

な

か
だ
し
ゆ
く
く
わ
う
り
う
じ

い
ふ
て
ら

し

つ

か

ま
ひ
ぎ
ぬ

お
さ
め

す
、
川
を

隔

て
中
田
宿
光
龍
寺
と
云
院
に
、
静
女

の
舞
衣
を

藏

て
あ

こ
の
ま
ひ
び
ぬ

し
つ

か

あ
め

い
の

お
ん
し
や
う

ご

と

ば

の

ゐ

ん

た
ま
は

り
、
此
舞
衣
は

静

が
雨
を
祈
り
し
恩

賞
と
し
て
、
後
鳥
羽
院
よ
り

賜

こ
ん
り
よ
う

ぎ

よ

い

い
ふ

さ

い
に
し
へ
と

ね

が

は

り
た
る
袞

龍
の
御
衣
な
り
と
云
、
然
も
あ
ら
ん
か
、
そ
の

往

利
根
川

な
が
れ
い
ま

ご
と

い
ぜ

ん

な

か

だ

く
わ
う
り
う
じ

た
か
や
ぎ
む
ら

う
ち

の
流

今

の
如
く
な
ら
ざ

る
以
前
は
、
中
田
の
光
龍
寺
も
高
柳
村
の
内

も
と

か

う

り
う

じ

せ
う

い
ま

さ

よ

ね

ん

に
て
、
元
は
高
柳
寺
と
稱
せ
し
と
そ
、
今
を
去
る
事
六
百
五
十
餘
年

い
に
し
へ

じ
ゆ
え
い
げ
ん
り
や
く

は
る

ひ

こ
ン
の
へ

み
や
こ

と
き

瘢
け
へ轟
蒭
の

古

へ
、
壽
永

元

歴

の
春
の
日
は
、
九
重
の

都

に
時
め

つ
き

は
な

な
が
め

か
ず

く
わ
い
も
ん

き

ぞ

く

し
た

き

て
、
月
花

の

詠

に
算

ま

へ
ら
れ
、
槐

門

の
貴
族

に
慕

は
れ
、

へ
い
け

つ
い
た
う

た
い
し
や

う
ぐ
ん

ふ
か

お
も

た
を
や
め

ぶ

ん

ぢ

あ
き

つ
ゆ

平
家
追
討

の
大

將

軍
に
さ

へ
深
く
思
は
れ
し
美
女
も
、
文
治
の
秋
の
露

き

み

や
こ

と
ほ

あ
づ
ま
ち

の
す

ゑ

の
こ

ひ
と
く
れ

あ
を
つ
か

と
消
え

て
は
、

都

に
遠
き
東
路

の
野
末
に
殘
す

一
塊

の
青
塚
の
み
こ

あ
は
れ

そ

哀

な
り

な
を
ち
じ
や
う

い
ふ

じ

や
う

る

り

ゑ

さ

う

し

も

の

ほ
ん

お
ほ

猶
痴
情
を
も
て
云
と
き
は
、
淨
瑠
璃
繪
艸
紙
物

の
本
に
も
多
く

き
や
う
げ
ん
き
ぎ
よ

わ
ざ
お
き

た
ゴ
の
ぶ

し

つ

か

を
ど
り

し

る

し

、

狂

言

奇

語

の

俳

優

に

も

、

忠

信

静

女

の

踊

り

な

ん

ひ

ゴ
つき
ぐ

そ
の
お
も
か
げ

う
つ

そ
の
な

さ
ん
さ
い

こ

し
よ
う

ど

、

日

々
月

々
に

其

俤

を

摸

し

、

其

名

を

三

才

の

子

も

稱

し

え

ど

へ
だ
ち

わ
つ
か

り

よ

い
ち
に
ち

ゆ
か

な
が
ら
、
江
戸
を

隔

た
る
事

纔

に
十
三
里
餘
、

一
日
に
も
往

く
り
は
し

し
ゆ
く
ち
か

し

つ

か

つ
か

あ

い

る
べ
き
栗
橋
の

宿

近
き
に
、
静
女

の
塚
の
在
事
を
言
ふ
も

の

ほ

い

な
き
は
本
意
な
け
れ
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名所化する遺跡(白井)

春
水
は
伊
坂

の
静

の
墓
と
光
了
寺

の

「蛙
蟆
竜
舞
衣
」
を
紹
介
し
、
静
が

都
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
に
没
し
た
様

を

「哀
な
り
」
と
記
す
。
そ
の
後
で
、

浄
瑠
璃
、
絵
艸
紙
、
狂
言
な
ど
を
通
じ

て
小
児
で
も
知

っ
て
い
る
静
な

の
に
、

そ
の
墓
が
江
戸
近
郊
に
あ
り
な
が
ら

、
誰
も
そ

の
こ
と
を
言
わ
な
い
の
は
残

念
だ
と
述

べ
る
。
静

の
奥
州
行
の
真

偽
は
最
早
間
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
逆
に

静

の
遺
跡
を
宣
伝
し
よ
う
と
努
め
る
様
子
が
う
か
が
え
よ
う
。
ま
た
春
水
は
、

静

の
墓
の
所
在
地
を

「高
柳
村
の
内
、
松
永
」
と
記
し
た
。

「松
永
」
と
は
伊

坂

の
隣

の
松
長
だ
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
南
畝
と

は
異
な
り
、
春
水
は
光
了
寺
や
伊
坂

を
実
際
に
訪
れ
る
こ
と
な
く
、
人
の
話

や
光
了
寺
略
縁
起
な
ど
か
ら
の
情
報

の
み
で
記
事
を
書
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
赤
松
宗
旦
著

『
利
根
川
図
志
』
巻
二
は

「静
女
舞
衣
」
と
し
て

一
項
を
設
け
、
「蛙
蟆
竜
舞
衣
」
な
ど
を
挿
絵
入
り
で
詳
細
に
記
述
す
る
。
但

し
、
そ
の
情
報
源
は
前
出
の

『
閑
窓
瑣
談
』
、
『
静
女
蛙
蟆
竜
舞
衣
略
縁
起
』、

享
和
三
年

(
一
八
〇
三
)
多
紀
元
簡

『
日
光
駅
程
見
聞
雑
記
』

の
三
冊
で
、

や
は
り
宗
旦
も
現
地
を
訪
れ
て
い
な

い
。
だ
が
注
目
す

べ
き
は
、
静

の
墓

の

所
在
地
を
め
ぐ
る
考
証
で
あ
る
。
宗
旦

は
、
『
閑
窓
瑣
談
』
が

「高
柳
村
の
内
、

松
永
」
と
言
い
、
「日
光
駅
程
見
聞
雑
記
」
で

「伊
坂

の
内
宝
治
戸
」
と
記
す

点
を
取
り
上
げ
、
「か
く
二
処
に
同
人

の
墓
あ
る
は
、

一
は
そ
の
侍
女
琴
柱

の

墓
な
る
か
、
考
ふ
べ
し
」
と
考
察
し
た
。
現
地
を
訪
れ
て
い
な
い
宗
旦
は
、

墓
が
二

つ
存
在
す
る
と
の
説
を
提
示

し
、
春
水

の
誤
り
を
拡
大

し
て
し
ま

っ

た
の
で
あ
る
。

さ
て
、

一
八
世
紀
末
以
降
、
光
了
寺
と
静

の
墓
に
は
日
光
道
中

の
旅
人
が

訪
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
見
聞
は
江
戸
に
も
た
ら
さ
れ
、
複
数

の
情
報

を
受
容
し
た
者
が
再
構
成
し
て
再
発
信
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
情
報

の
キ

ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
静

の
墓
は
人
々
に
知
ら
れ
て
い
っ
た
。

幕
府
関
係
者

の
参
詣
に
つ
い
て
は
、
幕
末

の
事
例
が
確
認

で
き
る
。
嘉
永

七
年

(
一
八
五
四
)
日
米
和
親
条
約
の
締
結
に
よ

っ
て
箱
館

の
開
港
が
決
定

す

る
と
、
幕
府
は
松
前
井
蝦
夷
地
御
用
掛
の
村
垣
正
範
を
蝦
夷
地

へ
派
遣
し

た
。
村
垣
の

一
行
は
三
月
二
七
日
に
江
戸
を
出
発
、
二
九
日
に
中
田
栗
橋
関

所
を
古
河
藩

の
船
で
渡

っ
た
。
そ
の
後
、
村
垣

一
行
は
中
田
宿

の
光
了
寺
に

参
詣
し
て

「蛙
蟆
竜
舞
衣
」
を
観
た
の
ち
、
賽
銭
を
支
払

っ
て
い
る
B
。
村

垣

一
行
は
、
そ
の
後

の
旅
程
で
こ
の
よ
う
な
参
詣
行
動
を
と

っ
て
い
な
い
。

蝦
夷
地
に
赴
く
彼
ら
に
と

っ
て
、
静
御
前

の
由
緒

の
寺
は
特
別
の
意
味
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

3

「静
女
之
墳
」
の
景
観
変
化
と
地
域
認
識

「静
女
之
墳
」
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
翌
年

の
文
化
元
年

(
一
八
〇
四
)、
地

元
出
身

の
俳
人
で
あ
る
坐
仙

の

「舞
ふ
蝶
の

果
や
夢
み
る

つ
か
の
蔭
」

の
句
碑
が
、
村
人

の
手
に
よ
る
初

の
建
立
物
と
し
て
、
塚

の
右
に
建
て
ら
れ

た
。
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
名
所
の
情
報
が
地
元
に
与
え
た
最
初
の
影
響

と
言
え
よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
こ
の
遺
跡
は
注
目
さ
れ
な
か

つ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

387



塚
の
頂
に
あ

っ
た
正
元
元
年
銘
の
板

石
塔
婆
は
、
文
化
五
年

(
一
八
○
八
)

ま
で
は
存
在
が
確
認
で
き
る
が
、
そ

の
後
忽
然
と
姿
を
消
し
た
。
文
政

=
二

年

(
一
八
三
〇
)
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』

の
挿
絵
は
、
杉
の
大
木
と
傍
ら

の

「静
女
之
墳
」
石
碑
し
か
描
か
・な

い
。
長
ら
く
所
在
不
明
だ

っ
た
こ
の
板

石
塔
婆
は
、
昭
和
五
三
年

(
一
九
七

八
)
に
静
の
墓
か
ら

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

余
り
離
れ
た
松
長
で
確
認
さ
れ
た
。

当
時
の
聞
き
取
り
で
は
、

一
〇
〇
年
ほ

ど
前
に
二
つ
に
折
れ
た
状
態
で
屋
敷

地
内
か
ら
見

つ
か

っ
た
と
い
う
。
静

の

没
年
に
合
致

し
な

い
年
紀
を
も

つ
板

石
塔
婆
は
、
あ
る
時
期
、
地
元
の
何
者

か
の
手
で
破
棄
さ
れ
た
と
み
る
べ
き

で
あ
る
。

墓

の
目
印
だ

っ
た

「
一
本
杉
」
は
、
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)

の
洪
水

の

後
に
枯
死
し
た
。
だ
が
安
政
年
間

(
一
八
五
〇
年
代
後
半
)、
静
の
墓
は
地
元

の
村
人
の
手
に
よ

っ
て
再
整
備
さ
れ

る
。
後
述
す
る

「静
女
塚
碑
」
は
、

こ

の
と
き

「村
豪
柳
沼
氏
」
が
静

の
墓

の
荒
廃
を
嘆
き
、
樹
木
で
柵
を
め
ぐ
ら

し
て
領
域
を
明
示
し
た
と
伝
え
る
。
時
期
的
に
考
え
て
、
こ
の
行
為
は

『
利

根
川
図
志
』
の
記
述
に
影
響
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

静
の
墓
が
再
び
人
々
の
注
目
を
集
め
た
の
は

一
八
八
○
年
代
後
半
で
あ
る
。

明
治

一
八
年

(
一
人
八
五
)
、
東
北
本
線
上
野
～
宇
都
宮
間
が
開
通
し
、
翌

一

九
年
に
は
栗
橋
停
車
場
が
開
業
し
た
。
停
車
場
の
位
置
は
、
現
在

の
J
R
栗

橋
駅
よ
り
や
や
北
で
、
ほ
ぼ
静

の
墓

の
正
面
に
位
置
し
た
。
そ
し
て
明
治

二

〇
年

(
一
八
八
七
)
、
静

の
墓
の
脇
に

「静
女
塚
碑
」
が
建
て
ら
れ
た
。
碑
文

の
冒
頭
に
は
、
「栗
橋
停
車
場
東
百
歩
有
古
塚
」
と

い
う
文
言
が
あ
る
。
碑

の

撰
文
は
、
大
学
助
教
や
修
史
館
を
歴
任
し
た
岡
鹿
門
で
あ
る
。
碑
文
に
よ
れ

ば
、
岡
鹿
門
は
同
年
に
前
出
の

「柳
沼
氏
」
と
光
了
寺
を
訪
れ
、

「蛙
蟆
竜
舞

衣
」
を
拝
観

し
た
後
に
文
章
を
作
成
し
た
。
碑
の
裏
面
に
は
、
建
碑
に
出
資

し
た

一
八
か
村
七
五
名

の
人
名
と
寄
進
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る

と
、
出
資
者

は
伊
坂

・
松
永

・
佐
間

・
問
鎌

・
栗
橋
宿

・
旗
井

・
琴
寄
な
ど

墓
の
周
辺
村
が
多

い
。

明
治
二
二
年

(
一
人
八
九
)、
市
制

・
町
村
制
施
行
で
近
世
以
来
の
行
政
単

位
だ

っ
た
村
が
合
併
さ
れ
、
新
た
な
行
政
体
と
し
て
の
町
村
が
誕
生
し
た
。

こ
の
と
き
伊
坂

・
高
柳

・
松
永

・
問
鎌

・
佐
間

・
島
川
の
六
村
は
、
合
併

し

て
新
村
名
を

「静
村
」
と
名
付
け
た
。
中
川
忠
英

の
石
碑
建
立
か
ら
約
九
〇

年
、
従
来

の
景
観
か
ら
す

っ
か
り
変
貌
し
た
静

の
墓
は
鉄
道
駅

の
開
設
で
新

た
な
注
目
を
浴
び
、
そ
れ
が
地
域
認
識
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
、

つ
い
に

地
域
の
結
集
軸
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
観
光
地
化
す

る
遺
跡

一
九
世
紀
末
に
静
の
墓
は
駅
前
名
所
と
し
て
定
着
し
、
そ
の
知
識
を
近
代

文
学
が
伝
え
る
よ
う
に
な

っ
た

楓
。
明
治
二
八
年

(
一
八
九
五
)

の

『
東
京

朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
饗
庭
篁
村

『
水
戸
の
観
梅
』
は
、
上
野
駅
か
ら

小
山
経
由
で
水
戸

へ
向
か
う

一
行
が
栗
橋
駅
に
近
づ
く
列
車
内
で
静
の
伝
説

を
聞
か
さ
れ
る
話
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
紀
行
文
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
明
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名所化する遺跡(白井)

治
三

一
年

(
一
八
九
八
)
野
崎
左
文
著

『
日
本
全
国
鉄
道
名
所
案
内

関
東

之
部
』
は
栗
橋
駅

の
項
で
静

の
墓
を
紹
介
す
る
。

大
正
八
年

(
↓
九

一
九
)
の

『
講
談
倶
楽
部
』
第
九
巻
第
五
号
に
、
女
性

流
行
作
家
だ

っ
た
長
谷
川
時
雨
が
短
編
小
説

『
終
焉
の
巻

静
御
前
』
を
発

表
し
た
。
あ
ら
す
じ
は
、
京

へ
戻

っ
た
静
御
前
が
奥
州
を
め
ざ
し
て
旅
立
ち
、

下
総
国
古
河
の
渡
し
で
義
経
の
死
を

聞
い
て
悲
嘆

の
内
に
息
を
引
き
取
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
モ
チ
ー
フ
は
古
河

・
栗
橋

の
静

の
伝
説
以
外
に
考
え
ら
れ

ず
、
長
谷
川
の
夫

で
埼
玉
県
東
部
出
身

の
三
上
於
菟
吉
か
ら
着
想
を
得
た
か

も
知
れ
な

い
。

こ
の
小
説
は
好
評
を

得
た
と
思
わ
れ
、
同

一
一
年

(
一
九
二

二
)
に
は
宗
教
家
の
田
中
智
学
が
、
光

了
寺
縁
起
を
下
敷
き
と
し
た
戯
曲

『
栗

橋

の
静
』
を
発
表
、
上
演
し
た
。

こ
の
よ
う
に
文
芸
作
品
で
静
の
伝

説
が
注
目
さ
れ
、
埼
玉
県
で
は
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
調
査
が
進
ん
で
い
た
同

一
二
年

(
一
九
二
三
)
、
静
村
役
場
は

静

の
墓

の
維
持
管
理
と
顕
彰
活
動
を
目
的
に
、
現
在
も
活
動
す
る
静
御
前
遺

跡
保
存
会
を
結
成
し
た
。
地
域
の
結

集
軸
だ

っ
た
静
の
墓
が
、
文
芸
作
品
で

注
目
を
浴
び
た
こ
と
で
、
外
部

へ
の
発
信
源

へ
変
化
し
始
め
た
。

当
時
の
静

の
墓
の
景
観
を
、
昭
和
四
年

(
一
九
二
九
)
『
埼
玉
史
談
』
創
刊

号
の
岩
井
八
郎

「静
女
の
墓
と
伝
説
」
か
ら
窺
お
う
。
岩
井
は
静

の
墓
を
、

栗
橋
駅

の
柵

の
向
こ
う
に

「カ
ラ
タ
チ

の
生
垣
を
以
て
し
た
る
百
坪
ば
か
し

の
森
を
見
出
す
で
あ
ら
ふ
」、
し
か
し

「カ
ラ
タ
チ
の
生
垣
と
は
名
ば
か
し
ほ

の
か
に
墓
所

の
境
界
を
止
め
る
に
す
ぎ
な
い
垣
根
」
と
言

っ
て
い
る
。
静

の

墓
に
関
し
て
は
、
も
と
杉
の
大
木
が
目
印
で
あ

っ
た
、
今
は
銀
杏

の
木
の
下

に
建

つ

「静
女
之
墳
」
石
碑
が
墓
で
あ
る
、
石
碑

の
右
側
に
少
し
小
高
く
な

っ
た
場
所
が
杉

の
大
木

の
跡
で
あ
る
、
等
を
述
べ
て
い
る
。
実
は
、
そ
の
小

高

い
場
所

こ
そ
が
静
の
墳
墓
で
あ

っ
た
が
、
当
初

の
景
観

の
記
憶
は
す

で
に

失
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
岩
井
は
、
侍
女

の
琴
柱

の
墓
が
栗
橋
駅

の
北
に
存
在
し
た
が
、
そ

の

後
消
滅
し
た
と
述

べ
て
い
る
。
琴
柱

の
墓

の
話
は
、
実
は
こ
れ
以
外
に
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
前
出
の
赤
松
宗
旦
は
静

の
墓

の
所
在
に
関
し
て
、

一
つ
を
琴
柱
の
墓
と
推
定
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
は
、
そ
の
後
誰
か
が
赤
松

の
説
に
依

っ
て
琴
柱

の
墓
を
探
し
、
比
定
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
存
在
は

昭
和
四
年
段
階

で
も
う
確
認
で
き
な
か

っ
た
が
、
新
た
な
地
元
の
伝
承
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

表
2
は
現
在
確
認
で
き
る
墓
域
内

の
石
造
物

一
覧
で
あ
る
。
静

の
墓
を
め

ぐ
る
建
碑
活
動
は
昭
和
期
に
活
発
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
最
初
で
あ

る
昭
和
四
年
九
月

一
五
日
、
静
の
墓
の
脇
に

「義
経
招
魂
碑
」
と
墓
域
の
門

柱
が
建
立
さ
れ
た
。
建
立
者
は
、
双
方
と
も
地
元
の
人
間
で
は
な
い
。

「義
経
招
魂
碑
」
の
建
立
者
は
小
谷
部
全

一
郎
で
あ
る
。
小
谷
部
は
、
大

正

=
二
年

(
一
九
二
四
)
『成
吉
思
汗

ハ
源
義
経
也
』
、
昭
和
八
年

(
一
九
三

三
)
『
満
洲
と
源
九
郎
義
経
』
、
同

一
〇
年

(
一
九
三
五
)
『
義
経
と
満
洲
』

な
ど
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
源
義
経
囗
ジ

ン
ギ

ス
カ

ン
説
を
鼓
吹
し
た

人
物
で
あ
る
巧
。
彼
は
、
昭
和
五
年

(
一
九
三
〇
)
『
静
御
前
之
生
涯
』
刊
行
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に
先
立
ち
、
源
義
経
の
供
養
碑
を
建

立
し
た
の
で
あ

っ
た
。
墓
域

の
門
柱
は

東
京
市
民
か
ら

の
寄
進
で
、
左
に

「
旧
跡
光
了
寺
」
、
右
に

「静
御
前
之
墓
」

と
刻
さ
れ
て
い
た
。
九
月

一
五
日
は
、
光
了
寺
が
伝
え
る
静
の
命
日
で
あ
る
。

当
日
の
除
幕
式
に
至
る
様
子
は

『
東
京
日

々
新
聞

埼
玉
版
』
で
何
度
も
報

じ
ら
れ
て
い
る
。

小
谷
部

の
建
碑
活
動
の
影
響
に

つ
き
、
昭
和
六
年

(
一
九
三

一
)
九
月

一

五
目
、
香
積
山
人
な
る
人
物
が
義
経
と
静
の
間

の
子
の
供
養
碑
を
建
立
し
た
。

碑
題

の
命
名
は
小
谷
部
全

一
郎
、
題
字

の
筆
は
光
了
寺
住
職

で
あ
る
。
昭
和

一
五
年

(
一
九
四
〇
)
銘

の
石
灯
籠

は
、
栗
橋
宿
で
旅
館

二

水
」
を
経
営

す
る
東
京
の
内
藤

一
水
社
が
奉
納
し
た
。

こ
こ
で
建
碑
活
動
は
、
明
ら
か
に

観
光
振
興

の
意
味
を
帯
び
て
い
た
。

五
、

現
代
を
生
き
る
名
所

ま
と
め
に
か
え

て

昭
和
二
九
年

(
一
九
五
四
)
、
墓
域

の
玉
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
静
村
の
歴
代

村
長
、
栗
橋
町
長
、
静
村
会
議
員
ら
が
名
を
連
ね
た
。
翌
三
〇
年

(
一
九
五

五
)
に
、
静
村
は
栗
橋
町
と
合
併
し
て
そ
の
歴
史
を
閉
じ
て
い
る
。
玉
垣
は
、

旧
静
村
関
係
者
が
地
域

の
ア
イ
デ

ン
テ
イ
テ
イ
ー
を
、
村
名

の
由
来
で
あ
る

静

の
墓
に
求
め
た
証
と
言
え
よ
う
。

同
三
五
年

(
一
九
六
〇
)
に
は
、
静
御

前
七
五
〇
年
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
墓

域
に
は
埼
玉
県
知
事

の
揮
毫

に
よ
る
記

念
塔
が
建

て
ら
れ
、
栗
橋
町
議
会
議

員
、
地
元
選
出
の
県
会
議
員
や
国
会
議

員
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
静
村

の
消
滅
後
も
、
静

の
墓
は
地
域

の
統
合

の
象

徴
と
し
て
生
き
続
け
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
静

の
墓
は
栗
橋
町
指
定

文
化
財

(史
跡
)
と
な
り
、
地
元
で
唱
歌

「静
を
偲
ぶ
」
が
作
詞

・
作
曲
さ

れ
て
、
現
在
も
栗
橋
町
の
小
学
校
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
五
年

(
一
九

八
○
)
九
月

一
五
日
に
墓
域
は
拡
張
整
備
さ
れ
て
新
た
な
玉
垣
が
め
ぐ
ら
さ

れ
た
。
事
業
主
体
は
静
御
前
遺
跡
保
存
会
で
、
墓

の
前
に
は
そ

の
後
売
店
が

開
か
れ
た
。

平
成
七
年

(
一
九
九
五
)
、
「静
女
之
墳
」

石
碑
が
長
年

の
風
雨
に
よ
る
損

傷
の
た
め
覆
屋
に
納
め
ら
れ
、
新
し
い
墓
石
が
置
か
れ
た
。
平
成

一
七
年

(
二

〇
〇
五
)
に
は
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ

『
義
経
』
が
放
映
さ
れ
、
全
国
各
地
の

義
経
関
係
遺
跡
が

一
躍
脚
光
を
浴
び
た
。
栗
橋
町
の
静
の
墓
も
例
外
で
は
な

く
、
数
多
く

の
史
跡
巡
り
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
、

現
在
に
至
る
。

現
在
、
墓
域
の
前
に
は
新
し
い
説
明
版
が
設
置
さ
れ
、

「当
地
の
伝
承
を
も

と
に
し
て
い
ま
す
」
と
注
釈

の
上

で
静

の
伝
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
墓
の
前

の
売
店

で
は
静

の
名
を
冠
し
た
和
菓

子
が
売
ら
れ
、
旅
行
者
が
求
め
て
帰

っ

て
い
く
。
平
成
五
年

(
一
九
九
三
)
以
来
、
栗
橋
駅
前
商
店
街

は

「静
御
前

ま

つ
り
」
を
開
催
し
て
お
り
、
毎
年
九
月

一
五
日
に
は
静
御
前
遺
跡
保
存
会

主
催
の
墓
前
祭
が
行
わ
れ
、

一
〇
月
中
旬
に
は
栗
橋
駅
前
商
店
街
主
催
の
静

御
前
パ

レ
ー
ド
を
挙
行
す
る
。
い
ま
や
静

の
墓
は
栗
橋
町
の

一
大
観
光
ス
ポ

ッ
ト
で
、
町
を
挙
げ
た
情
報
発
信
が
続

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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名所化する遺跡(白井)

さ
て
本
稿
は
、
静
御
前
の
墓
所
と
伝
え
る
遺
跡
が

一
人
世
紀
以
降
に
名
所

化
を
遂
げ
て
、
現
代

の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
至
る
過
程
を
追

っ
て
き
た
。
そ

の

経
緯
を
遡
れ
ば
、
も
と
は
光
了
寺
縁

起
に
基
づ
く
伝
承
を
有
し
た
中
世
墳
墓

だ

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
光
了
寺

縁
起

の
世
界
の
中
に
過
ぎ
な
い
。
は
じ

め
地
元
で
静

の
伝
承
を
ど
れ
だ
け

の
村
人
が
知

っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
ま
し

て
、
日
光
街
道
を
行
き
交
う
旅
人
が
光
了
寺
に
参
詣
し
な
け
れ
ば
、
誰
も
知

る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

そ
れ
を
寺

の
外

へ
引
き
ず
り
出
し
、
最
初
に
情
報
を
発
信
し
た

の
は
、
当

時

の
政
治
的
関
心
か
ら
源
義
経
北
行
伝
説
に
注
目
し
て
い
た
江
戸
幕
府
関
係

者
だ

っ
た
。
享
和
三
年

(
一
八
〇
三
)

「静
女
之
墳
」
石
碑
の
建
立
後
は
、
興

味
を
示
し
た
江
戸
の
文
人
た
ち
が
そ

の
存
在
を
宣
伝
し
、
静

の
墓
は
名
所
と

し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

す
る
と
今
度

は
、
地
元
の
村
人
が

こ
の
中
世
墳
墓
を
新
た
に

「静
の
墓
」

と
し
て
認
識
し
始
め
た
。
し
か
し
、
元
来
が
地
元
の
伝
承
で
な
い
た
め
か
、
「静

の
墓
」
の
情
報
は
常
に
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
地
元
は
そ
れ
に
左
右
さ
れ

て
い
く
。
江
戸
文
人
ら
の
著
作
で
、
墓

の
所
在

の
誤

っ
た
考
証
が
載
せ
ら
れ

て
も
、
逆
に
そ
れ
に
適
応
す
る
形

で
伝
承
が
形
成
さ
れ
た

の
は
そ
の
好
例

で

あ
る
。

近
代
に
駅
前
名
所
に
な

っ
た
静

の
墓
は
、
新
し
い
行
政
体

の
名

の
由
来
と

な
り
、
多
く

の
文
芸
作
品
を
通
じ
て
、
静
の
墓
は
地
域

の
ア
イ
デ

ン
テ
イ
テ

イ
ー

の
形
成
拠
点
と
な

っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
静

の
墓

の
真
偽
な
ど
最
早

ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
あ
る
。
静
村
の
消
滅

の
後
、
そ
の
意
識
は
逆
に
強
化

さ
れ
、
現
在
は
栗
橋
町
の
町
お
こ
し
を
担
う
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
生
き
続

け
て
い
る
。

地
域

の
中

の
遺
跡
が
、
外
部
か
ら
の
情
報
に
よ

っ
て
名
所
と
な
り
、
地
域

へ
新
た
な
認
識
を
植
え
付
け
る
。
そ
れ
が
定
着
す
る
と
、
今
度

は
地
元
か
ら

情
報
を
発
信
す
る
観
光
地
化
が
進
行
す
る
。
そ
の
情
報
を
受
け
取

っ
た
外
部

の
人
間
が
、
さ
ら
に
新
た
な
情
報
を
地
域

へ
も
た
ら
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う

な
名
所
を
め
ぐ
る
情
報
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
も
ま
た
、
旅
を
め
ぐ
る
日
本
文

化
の
ひ
と

コ
マ
と
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注1

新
城
常

三

「旅
」

(『
日
本
史
大
事
典
』

四
、
平
凡
社
、

一
九
九
三
)

を
参
照
。

2

徳

久
球

雄

・
塚
本
珪

一

・
朝

永
宗
彦

編
著

『
地
域

・
観

光

・
文

化
』

(嵯

峨

野
書

院

、

二
〇
〇

一
)
、
五
三
頁
。

3

青
柳

周

一

『
富
嶽
旅

百
景
-

観
光

地
域
史

の
試
み
』

(角

川
書
店
、

二
〇
〇

二
)
。

4

白

井
哲
哉

「
近
世
鎌
倉

寺
社

の
再

興
と
名
所

化
」
青
柳

周

一
・
高

埜
利
彦

・
西
田

か
ほ
る
編

『
近
世

の
宗

教
と
社
会

-

地
域

の
ひ
ろ
が
り
と
宗
教
』
(吉

川
弘
文
館
、

二
〇
〇
八
)
、

二
七

一
-

二
九
六
頁
。

5

内

藤
浩

譽

『
静

御
前

の
伝

承
と

文
芸
』

(
國
學
院

大
學
大

学
院

研
究
叢

書

文
学

研
究
科

=
二
、

二
〇
〇
四
)
、

三
五
〇
頁
。

6

白
井
哲

哉

「源

義
経

伝
承

を
語
ら

せ
た

の
は
誰

か
」
『
北

海
道

・
東
北

史
研
究

』
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二

(
二
〇
〇

五
)
、
四
七
-

五
五
頁
。

7

『
武
蔵
国

郡
村
誌
』

一
四

(武
蔵

国
葛
飾

郡
)

(埼

玉
県
立
図
書
館
、

一
九

五
五
)
、

四
六
〇
-

四
六

一
頁
。

8

縁
起
全

文
は
6
、

五

一
!

五

二
頁
を
参

照

の
こ
と
。

9

『
埼

玉
県
板

石
塔
婆
調
査

報
告
書
』

(
一
九

八

一
)
、

七
四
五
頁
。

な
お
諸
岡
勝

氏

の
御
教
示

に
よ
る
。

10

菊
池
勇
夫

「義

経

『
蝦
夷
征
伐
』
物

語

の
生
誕
と
機
能

義
経
入
夷
伝

説
批
判
」

『
史
苑

』
四

ニ
ー

一
・
二

(立
教
大
学
史
学

会
、

一
九

八
二
)
、
八
五
-

一
〇

一
頁
。

11

光

了
寺
所
蔵
。

企
画
展

図
録

『
よ
み
が
え

る
歴

史

ヒ
ー

ロ
ー

の
伝
説
i
l

直
実

、

重
忠

、
静
御
前

た
ち
と
文

芸
作
品

』

(さ

い
た
ま
文
学
館
、

二
〇
〇
八
)

で
は

序

文

の
写
真
を
掲
載

す
る
。

12

以
下
、
『
閑
窓

瑣
談
』

の
テ
キ

ス
ト

は
、

さ

い
た
ま
文
学

館
蔵

本
を
利

用
し
た

。

13

大

日
本

古
文
書

『
幕

末
外
国

関
係

文
書
附
録

之

二
』

(東

京
帝

国
大
学
、

一
九

一

七

)
、
六
六
頁
。
な

お
谷
本
晃
久

氏

の
御
教
示

に
よ
る
。

14

以
下

の
記
述

は
11
を
参
照

の

こ
と
。

15

小
谷

部
全

一
郎

に

つ
い
て
は
、
土
井
全

次
郎

『
源
義
経
伝

説
を
作

っ
た
男
ー

1

義

経
ジ

ン
ギ

ス
カ

ン
伝
説
を

唱
え
た
奇
骨

の
人

・
小
谷
部

全

一
郎
伝
』

(光
人
社
、

二

〇

〇
五
)
を
参
照
。
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名所化する遺跡(白井)

表1静 御前墓所の名所化をめぐる事項年表

年 代 事 項

寛政9(1797) 幕府関東郡代の中川忠英が就任直後に栗橋関所を見分

寛 政ll(1799) 中川忠英が栗橋付近の河川普請を視察、この頃幕府へ報告か

寛 政12(1800) 幕府老中の松平定信が光了寺へ 「静女蛙蟆竜舞衣」内箱、外箱を寄進。

享 和3(1803) 中川忠英が墓の左手前に 「静女之墳」石碑を建立

同 多紀元簡著 『日光駅程見聞雑記』に 「静女之墳」石碑の記載

文 化 元(1804) 伊坂村民が墓の右脇に句碑 厂舞ふ蝶の 果や夢みる つかの蔭」を建立

文 化3(1806) 幕府道中奉行編 『日光道中分間延絵図』に 「伊坂村 静女杉」の記載

文 化4(1807) 中川忠英が 「静女蛙蟆竜舞衣」箱の袱 を寄進、同年に蝦夷地へ派遣 される

文 化5(1808) 古河藩地誌 『許我志』に光了寺と静の墓の記載

同 秋田藩主の佐竹義和が 「静女蛙蟆竜舞衣」箱の袱を寄進

文 化12(1815) 光了寺門前に 「祖師聖人##静女 旧跡」の石碑建立

文 化13(1816) 清水濱臣が 『静女舞衣懐旧古帳』序文を執筆

文 政5(1822) この頃までに大田南畝 『半 日閑話』巻四 「静女の事」成立

文 政6(1823) 幕府の地誌調所が 『新編武蔵国風土記稿』調査のため栗橋来訪

文 政7(1824) 幕府元蝦夷地御用役の石川忠房が光了寺縁起の原本を表装

文 政9(1826) 光了寺が 「静女蛙蟆竜舞衣略縁起」版行

文 政13(1830) 古河藩地誌 『古河志』に光了寺、静の墓、関係文献の記載

同 『新編武蔵国風土記稿』成立、「静女之墳」の記載と挿絵あり

天 保12(1841) 為永春水 『閑窓瑣談』で静の墓を紹介

弘 化3(1846) 洪水のため墓の一本杉が枯死

安 政2(1855) 赤松宗旦 『利根川図志』で光了寺と 「静・女蛙蟆竜舞衣」を紹介

安 政4(1857) この頃、村民の柳沼氏が墓域を整備

明 治17(1884) 埼玉県編 『武蔵国郡村誌』伊坂村の項に 「静女塚」の記載

明 治19(1886) 静御前墓の正面に栗橋停車場開業

明 治20(1887) 墓の右脇に 厂静女塚碑」建立

明 治22(1889) 町村制により伊坂 ・高柳 ・松永 ・間鎌 ・佐間 ・島川の6村 で 「静村」成立

明 治28(1895) 饗庭篁村 『水戸の観梅』で静の墓と伝説を紹介

明 治31(1898) 『日本全国鉄道名所案内 関東之部』で栗橋駅の名所として静の墓を紹介

大 正8(1919) 長谷川時雨 『終焉の巻 静御前』発表

大 正11(1922) 田中智学 『栗橋の静』発表

大 正12(1923) 静村役場で静御前遺蹟保存会結成

昭 和4(1929) 小谷部全一郎が静の墓の脇に 「義経招魂碑」を建立

昭和5(1930) 小谷部全一郎 『静御前之生涯』刊行

昭和30(1955) 昭和の大合併により静村と栗橋町が合併、栗橋町となる

昭和35(1960) 静御前750年 忌祭開催

平 成5(1993) 栗橋町前商店街と静御前遺蹟保存会の共催で第1回 「静御前まつ り」開催

平 成17(2005) NHK大 河 ドラマ 『義経』放映、墓域前の売店を整備
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表2「 静の墓」墓域内石造物一覧

年 代 碑名等 建立者等

享 和3(1803) 「静女之墳」石碑 中川氏(中 川忠英)

文 化 元(1804) 「舞ふ蝶の 果や夢みる つかの蔭」 坐仙

明治20(1887) 「静女塚碑」 柳沼氏発起、75名

昭 和4(1929) 門柱一対 「旧跡光了寺」「静御前之墓」 東京 角田てふ他10名

同 「義経招魂碑」 施主小谷部全一郎

昭和6(1931) 「静女所生御曹子供養塔」 香積山人

昭和15(1940) 灯籠一対 内藤一水社

昭和29(1954) 石碑玉垣 静村長ほか

昭 和35(1960) 静御前七百五十年忌祭慶賀記念塔 埼玉県知事ほか

昭 和41(1966) 手水鉢 吉永清太郎他10名

昭 和55(1980) 墓域玉垣 静御前遺跡保存会

平 成7(1995) 「静女之墳」石碑(新 造) 静御前遺跡保存会

平 成13(2001) 静女之墳修復記念碑 静御前遺跡保存会

※ 『栗 橋町 の石 造物』(栗 橋町教 育委員会 、平成14)及 び現 地調査 によ り作成。
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